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子育てに絵本を                                     

   中央図書館では、０歳・１歳児のためのおはな

し会「赤ちゃん絵本ひろば」を市民センター２階

で実施しています。毎月１回のおはなし会ですが、

多いときには６０組もの親子が参加してくれます。 

図書館では、子どもの心や言葉を育てる絵本の

良さを知ってもらいたい、絵本を子育てに取り入

れてもらえば、子育てがもっと楽しくなることを

伝えたいと思っています。 

また、子育て中は、たくさんの人と交流したり、

ふれあったりする場が必要です。そのための事業

として、図書館の「子どもの本と人材バンク」に

登録している「乳幼児への読み聞かせボランティ

ア」の方たちと一緒に、「赤ちゃんの絵本ひろば」

を実施しています。 

 

赤ちゃんのためのおはなし会 

「赤ちゃん絵本ひろば」には、毎回約１０名のボ

ランティアさんに来ていただき、開始前に図書館

の職員と打ち合わせを行います。程なく赤ちゃん

を連れたお母さんやお父さんの姿が見えるので、

ベビーカーをたたんだり、抱っこひもをはずした

りのお手伝い。 

中には、多摩湖町から電車に乗って来てくれる

方もいらっしゃいます。かわいい赤ちゃんの姿を

見て、思わず微笑みがこぼれるボランティアさん

たちです。１０時半から“くまさん、くまさん”

の歌と共に「赤ちゃん絵本ひろば」が始まります。

手遊びや大型絵本を全体で楽しんだ後、月齢ごと

の小グループに分かれてもらい、それぞれにボラ

ンティアさんが入ります。 

あるグループでは、『もこもこもこ』や『じゃあ

じゃあびりびり』など言葉のリズムや響きが楽し 

 

 

 

 

 

 

 

い絵本の読み聞かせや赤ちゃんのお顔にふれなが

ら遊ぶ”ここはとうちゃん にんどころ“のわら

べうたをしていました。 

 

交流タイム 

読み聞かせの後の交流タイムでは、皆で子育て

の話をしたり、メールアドレスを交換したり。ボ

ランティアさんも、子育ての先輩としてアドバス

をされていました。こうして１時間があっという

間に過ぎていきます。 

 絵本を読んでもらうことは、赤ちゃんやお母さ

んにとっても気持ちのいいことですが、読み手で

あるボランティアさんも、赤ちゃんの笑顔から元 

気をもらっているようです。 

 

いろいろな場所にどうぞ 

「赤ちゃん絵本ひろば」は、中央図書館、本町

児童館、ほんちょう子育てひろばとの共催で、本

町児童館内でも実施しています。 

 また、図書館では、全館で０歳児から参加でき

るおはなし会を実施していますので、どうぞお近

くの図書館にお越しください。 

 図書館はこれからも、本を仲立ちにして人と人

とをつなぎ、本を通したまちづくりをしていきた

いと考えています。 
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